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　合併20周年を迎えるにあ
たりまして、町議会を代表
しましてご挨拶を申し上げ
ます。
　馬頭町と小川町が合併し
那珂川町となり、歩み続け
た20年という月日を振り返
りますと、東日本大震災

や、新型コロナウイルス感染症拡大など大きな困難を乗
り越えてまいりました。それも、町民の皆さまのたゆま
ぬ努力と地域の力強い支え合いがあったからこそと、心
より感謝を申し上げます。
　合併後には、新庁舎や子育て支援住宅エミナール那珂
川、屋内水泳場ウェルフルなかがわなど新たな施設が完
成し、議会も共に施設整備施策に取り組んでまいりまし
た。
　２元代表制の一翼を担う議会といたしましてもこの合
併20周年は、単なる節目ではなく、未来を切り開いてい
く新たな出発点として捉えていく所存であります。加速
する少子高齢化に伴う地域の課題解決に向け、ずっとあ
り続ける那珂川町を目指して、町民の負託に応えるべ
く、議員一同なお一層全力で取り組んでまいります。
　結びに、この20周年を契機とした那珂川町のますます
の発展と、町民の皆さまのご健勝をご祈念申し上げまし
てお祝いのご挨拶といたします。

那珂川町長　福島 泰夫 那珂川町議会議長　益子 明美

　このたび、那珂川町が合
併20周年という大きな節目
を迎えるにあたり、町民の
皆さまをはじめ、町の発展
にご尽力いただいた方々に
心から感謝申し上げます。
　平成17年10月1日、馬頭
町と小川町が合併し、新た

な「那珂川町」が誕生してから、早くも20年が経ちまし
た。両町の歴史と伝統を受け継ぎながら、私たちは１つ
の町として歩みを進め、地域に根ざしたまちづくりに取
り組んできました。
　これからは、住み続ける町民、子育て世帯、観光客、
移住定住者が増加し、多くの人々が未来への期待に「わ
くわく」して暮らしていける町を目指し、これまで以上
に住民の皆さまと行政が一体となり、地域の魅力を活か
した取り組みを進めていきます。
　合併20周年というこの節目を新たなスタートラインと
位置づけ、次の10年、20年を見据えた持続可能なまちづ
くりに向け、また、未来を担う子どもたちのために、誇
りと希望あふれる那珂川町を築いてまいります。
　結びに、この記念誌が町の歩みを振り返り、未来への
思いを共有する１冊となることを願いまして、ご挨拶と
いたします。

目　次  ～ＣＯＮＴＥＮＴＳ～ 那珂川町民憲章
　那珂川町は、清流那珂川と緑豊かな里山に抱かれ、美しい自

然と歴史や文化が調和した町です。

　わたくしたちは、那珂川町民であることに誇りを持ち、やさ

しさと活力に満ちたまちづくりを目指し、ここに町民憲章を定

めます。

一、自然を愛し　やすらぎのあるまちをつくります
一、教養を深め　文化のかおり高いまちをつくります
一、仕事に励み　活力のあるまちをつくります
一、スポーツに親しみ　健康で明るいまちをつくります
一、互いに助けあい　あたたかいまちをつくります
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町の花・木・鳥 町のキャラクター

　早春に薄紫色の花を咲かせます。小
さな花一つ一つが控えめな中にも美し
く、群生する様は見る者に感動を与え
ることから、協働のまちづくりを目指
す那珂川町のシンボルとしてふさわし
い花です。
　三輪地区に県内一を誇る群生地があ
ります。

かたくり
　常緑樹として周年、緑葉を茂らせる
ことから若さ、不老長寿の象徴とさ
れ、厳しい環境の中でもたくましく根
を張り、力強く勇壮な姿は活力あるま
ちづくりを目指す那珂川町のシンボル
としてふさわしい木です。

まつ
　別名「春告鳥」と言われ、春の先駆
けとして山里に賑わいと、人々に希望
や喜びを与えてくれます。
　その姿と里山にこだまする美しい鳴
き声は自然豊かな美しいまちづくりを
目指す那珂川町のシンボルとしてふさ
わしい鳥です。

うぐいす
　「なかちゃん」は、当町の町名の由
来となった、町の中央部を流れる「那
珂川」をイメージしたキャラクターで
す。頭とマフラーは川の流れを表し、
額には、清流に住む「アユ」を乗せて
います。
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2005
平成17年 2006平成18年 2007

平成19年 2008
平成20年 2009

平成21年 2010
平成22年 2011

平成23年 2012
平成24年

2013
平成25年

2014
平成26年

2015
平成27年

2016
平成28年

2017
平成29年

2018
平成30年

2019
平成31年
令和元年

2020
令和２年

2021
令和３年

2022
令和４年

2023
令和５年

2024
令和６年

2025
令和７年

2005

2006

2010

2013

2011

2018

2016

2017

2015

2018

2021
2024

2020

情に

なか
ちゃ

ん
発
表
会

ケーブルテレビロゴ
発表

全

国 スポーツ･
レクシエーション祭(３Ｂ体

操大

会
)

開町式

町章デザイン優秀者表彰

「日本で
最も
美し

い
村
」
連
合
加
盟

プ
ロ
野

球選手祝賀会

町うた合
唱

エミナール那珂川竣工

小川出張所業
務開始

「

東
京オリンピック2020」聖火リレー(箱石

シツ
イさ

ん
)

な
か
ち
ゃ
ん
「
ゆ
る
バ
ー
ス
」
出
場

新庁舎竣工
式

馬頭西小学校閉校
式

那珂川町20年のあゆみ
10 
月
・
馬
頭
町
と
小
川
町
の
合
併
に
よ
り
那
珂
川
町
誕
生

３
月
・
合
併
記
念
式
典

　
　
・
町
名
採
用
者
表
彰
・
町
章
デ
ザ
イ
ン
優
秀
者
表
彰

10 
月
・
合
併
５
周
年
記
念
式
典
で
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
な
か
ち
ゃ
ん
」、

　
　
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
愛
称
・ロ
ゴ
を
発
表

４
月
・
馬
頭
東
小
学
校
開
校
、わ
か
あ
ゆ
保
育
園
開
園
、

　
　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
あ
ゆ
開
設

５
月
・
イ
ノ
シ
シ
肉
加
工
施
設
竣
工

２
月
・
宇
都
宮
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ツ
専
門
学
校
と

　
　
　「
相
互
友
好
協
力
協
定
」締
結

３
月
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
と

　
　
　「
姉
妹
都
市
提
携
」締
結

10 
月
・
町
民
憲
章
、町
の
シ
ン
ボ
ル(

町
花
・
町
木
・
町
鳥)

を
制
定

　
　
・
滋
賀
県
愛
荘
町
と「
姉
妹
都
市
の
提
携
並
び
に

　
　
　
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」締
結

11
月
・
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭(

３
Ｂ
体
操
大
会)

開
催

４
月
・
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
馬
頭
烏
山
線
」運
航
開
始

３
月
・
東
日
本
大
震
災

８
月
・
町
の
う
た「
心
は
ふ
る
さ
と
〜
那
珂
川
町
　
町
う
た
」完
成

　
　
　(

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
工
藤
慎
太
郎
さ
ん
作
成)

６
月
・
秋
田
県
美
郷
町
と「
災
害
時
に
お
け
る
那
珂
川
町
と
美
郷
町
と
の

　
　
　
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」締
結

５
月
・
合
併
10
周
年
記
念
事
業「
な
か
ち
ゃ
ん
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」田
植
え(

上
河
原
サ
ン
デ
ー
会)

４
月
・「
道
の
駅
ば
と
う
」「
馬
頭
む
ら
お
こ
し
セ
ン
タ
ー
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

３
月
・
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
が
県
か
ら
町
へ
移
管

３
月
・
東
京
都
豊
島
区
と
観
光
交
流
都
市
協
定「
ふ
く
ろ
う
協
定
」締
結

11
月
・
帝
京
大
学
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
と

　
　
　「
地
域
振
興
の
調
査
研
究
に
関
す
る
相
互
協
定
」締
結

10 
月
・
小
砂
地
区
が「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
に
加
盟

10 
月
・
プ
ロ
野
球
新
人
選
手
選
択
会
議(

ド
ラ
フ
ト
会
議)

で
町
内
か
ら

　
　
　
２
名
の
選
手
が
指
名
さ
れ
、初
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
誕
生

　
　
・
野
木
町
と
観
光
交
流
都
市
協
定「
ふ
く
ろ
う
協
定
」を
締
結

10 
月
・
新
庁
舎
開
庁

４
月
・
保
育
園
４
園
と
幼
稚
園
２
園
廃
止
、認
定
こ
ど
も
園
新
設

10 
月
・
小
川
出
張
所
を
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
へ
移
転
、業
務
開
始

４
月
・
馬
頭
西
小
学
校
閉
校
、

　
　
　
馬
頭
小
学
校
へ
統
合

９
〜
11
月
・
馬
頭
広
重
美
術
館
開
館
20
周
年
記
念
特
別
展

４
月
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
あ
ゆ
運
用
開
始

３
月
・
子
育
て
支
援
住
宅「
エ
ミ
ナ
ー
ル
那
珂
川
」入
居
開
始

12
月
・
上
宿
分
譲
宅
地
購
入
募
集
開
始

７
月
・
な
か
ち
ゃ
ん
が「
ゆ
る
バ
ー
ス
」に
初
出
場

６
・
９
月
・
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
２
０
２
２
　
　
　
　  

　
　
　
　 

競
技
会
開
催(

６
月…

３
Ｂ
体
操
　
９
月…

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル)

５
月
・
屋
内
水
泳
場「
ウ
ェ
ル
フ
ル
な
か
が
わ
」営
業
開
始

４
月
・
認
定
こ
ど
も
園
１
園
廃
止
、認
定
こ
ど
も
園
を
２
園
に
再
編

３
月
・
箱
石
シ
ツ
イ
さ
ん
が「
東
京
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
２
０
２
０
」の

　
　
　
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
る

12
月
・
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
達
成

10 
月
・
令
和
元
年
東
日
本
台
風(

台
風
19
号)

９
月
・
県
営
処
分
場「
エ
コ
グ
リ
ー
ン
と
ち
ぎ
」開
業

８
月
・
県
営
処
分
場「
エ
コ
グ
リ
ー
ン
と
ち
ぎ
」竣
工

４
月
・
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
・
郷
土
資
料
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

３
月
・
那
珂
川
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定

８
月
・
星
景
虎
選
手(

東
海
大
学)

が

　
　
　
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取(

Ｊ
リ
ー
グ)

に
２
０
２
６
シ
ー
ズ
ン
加
入
内
定

６
月
・
合
併
20
周
年
記
念
事
業「
な
か
ち
ゃ
ん
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」田
植
え

５
月
・
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
達
成

４
月
・ 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
開
設

２
月
・
文
星
芸
術
大
学
と「
文
化
芸
術
活
動
に
関
す
る
相
互
協
力
協
定
」締
結

次の
｢20年｣へ

2005
平成17年 2006平成18年 2007

平成19年 2008
平成20年 2009

平成21年 2010
平成22年 2011

平成23年 2012
平成24年

2013
平成25年

2014
平成26年

2015
平成27年

2016
平成28年

2017
平成29年

2018
平成30年

2019
平成31年
令和元年

2020
令和２年

2021
令和３年

2022
令和４年

2023
令和５年

2024
令和６年

2025
令和７年

2005

2006

2010

2013

2011

2018

2016

2017

2015

2018

2021
2024

2020
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未
来
に
つ
な
ぐ
まちのチカラ 里山の緑に包まれて、自然とともに生きてきたこのまち。人のぬくもりと、小さな想いの積み重ねが、まちのチカラになっています。

那珂川町は、平成27年度に「第２次那珂川町総合振興計画」を策定し、“人・もの・自然が融和し、みんなで手を取り合い元気を生み

出すまち”の実現に向けて、さまざまな政策に取り組みました。

新庁
舎整
備

那珂よ
し健
康ポ
イ

ン
ト
事
業

棚田オー
ナー
クラ
ブ

農
業
体
験

姉妹
都市

交
流
事
業

まち
づく

り
懇
談
会

なかちゃん
トイ
レッ

ト
ペ
ー
パ
ー

あゆ

の
放
流

環境

美
化
運
動

子育て支援住宅
「エ
ミナ

ー
ル
那
珂
川
」

認知症
サポ
ータ
ー

養
成
講
座

なかがわ
清流
マラ
ソ

ン
大
会

屋内水泳場「ウ
ェル
フル
な

か
が
わ
」

ネイ
チャ
ーク

ラ
ブ

広重
商工

ま
つ
り

消
防
団

道の駅
ばと
うリ
ニ

ュ
ー
ア
ル

コミ
ュニ
テ

ィ
バ
ス

馬頭
高校
農

業
実
習

快適に暮らせるまちをつくる１
　快適に暮らすことができる環境づくりをめざして、利便性の向上に努め、住
み良さを実感できる生活基盤の整備と維持管理を図ります。自然と調和した地
域の活力を生む土地利用を図ります。

元気で明るく暮らせるまちをつくる２
　乳幼児から高齢者まで誰もが心身ともに健康で、故郷の地で支えあいながら充実した生活ができるよう、健康、医
療、福祉、少子高齢化対策などの充実を図ります。

人を育むまちをつくる３
　次代を担う人材育成と豊かな人間形成を目指して、地域の特性を活かした一体感のある学校教育や生涯学習などの充
実を図ります。

人と自然が共生するまちをつくる５
　人々に恩恵を与える優れた自然は、次代に継承すべき共有財産として、共存共栄の視野に立って自然環境や生活環境
の保全対策を図ります。さらに、町独自の地域循環型社会の構築を推進します。

活力をおこすまちをつくる４
　これまで引き継がれてきた豊かな地域資源を守りながら、今ある産業をより安定したものとするとともに、新たな連
携や結びつきにより産業の裾野を広げ、地域資源の価値を高め、働く場の確保・創出を図ります。また、交流人口を増
やしにぎわいの創出を図ります。

ともに考え行動するまちをつくる６
　町民・民間・行政が協働し、限られた予算と人員の中で効率的な行財政運営を進めるとともに、定住自立圏の事業を
通じて人口減少の抑制と地域の活性化を図ります。

未
来
に
つ
な
ぐ
まちのチカラ 里山の緑に包まれて、自然とともに生きてきたこのまち。人のぬくもりと、小さな想いの積み重ねが、まちのチカラになっています。

那珂川町は、平成27年度に「第２次那珂川町総合振興計画」を策定し、“人・もの・自然が融和し、みんなで手を取り合い元気を生み

出すまち”の実現に向けて、さまざまな政策に取り組みました。

新庁
舎整
備

那珂よ
し健
康ポ
イ

ン
ト
事
業

棚田オー
ナー
クラ
ブ

農
業
体
験

姉妹
都市

交
流
事
業

まち
づく

り
懇
談
会

なかちゃん
トイ
レッ

ト
ペ
ー
パ
ー

あゆ

の
放
流

環境

美
化
運
動

子育て支援住宅
「エ
ミナ

ー
ル
那
珂
川
」

認知症
サポ
ータ
ー

養
成
講
座

なかがわ
清流
マラ
ソ

ン
大
会

屋内水泳場「ウ
ェル
フル
な

か
が
わ
」

ネイ
チャ
ーク

ラ
ブ

広重
商工

ま
つ
り

消
防
団

道の駅
ばと
うリ
ニ

ュ
ー
ア
ル

コミ
ュニ
テ

ィ
バ
ス

馬頭
高校
農

業
実
習

快適に暮らせるまちをつくる１
　快適に暮らすことができる環境づくりをめざして、利便性の向上に努め、住
み良さを実感できる生活基盤の整備と維持管理を図ります。自然と調和した地
域の活力を生む土地利用を図ります。

元気で明るく暮らせるまちをつくる２
　乳幼児から高齢者まで誰もが心身ともに健康で、故郷の地で支えあいながら充実した生活ができるよう、健康、医
療、福祉、少子高齢化対策などの充実を図ります。

人を育むまちをつくる３
　次代を担う人材育成と豊かな人間形成を目指して、地域の特性を活かした一体感のある学校教育や生涯学習などの充
実を図ります。

人と自然が共生するまちをつくる５
　人々に恩恵を与える優れた自然は、次代に継承すべき共有財産として、共存共栄の視野に立って自然環境や生活環境
の保全対策を図ります。さらに、町独自の地域循環型社会の構築を推進します。

活力をおこすまちをつくる４
　これまで引き継がれてきた豊かな地域資源を守りながら、今ある産業をより安定したものとするとともに、新たな連
携や結びつきにより産業の裾野を広げ、地域資源の価値を高め、働く場の確保・創出を図ります。また、交流人口を増
やしにぎわいの創出を図ります。

ともに考え行動するまちをつくる６
　町民・民間・行政が協働し、限られた予算と人員の中で効率的な行財政運営を進めるとともに、定住自立圏の事業を
通じて人口減少の抑制と地域の活性化を図ります。
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　東京ヤクルトスワローズの星知弥です。

　私は、那珂川町で生まれ育ちました。高校からは

那珂川町を離れた生活になっていますが、那珂川町

でのびのびと走り回っていた子供時代があったから

こそ今の自分があります。

　緑が多いこの町は、環境が本当にすばらしいで

す。この環境を守り、那珂川町が発展していくこと

を願っています。

　私も、子どもたちの明るい夢となれるよう頑張り

ます。

小学４年生から馬頭ラッキーに所属し、馬頭中学校か
ら宇都宮工業高等学校、明治大学へ進学。大学時代の
直球最速は156km/hを記録し、東京六大学野球リー
グの優勝に貢献した。右投右打。
（馬頭出身）

東京ヤクルトスワローズ

星　 知弥 選手

北海道日本ハムファイターズ

石井　一成 選手

今まで  これからの那珂川町へ

プロフィール

　那珂川町は、私にとって、生まれ育った大切な場

所です。町の皆さまには、帰るたびに元気をいただ

いています。どんな時も変わらず温かく応援してく

ださり、本当にありがとうございます。

　那珂川町は、子どもたちがのびのびと成長できる

環境が整っていると思うので、これからも、この町

からたくさんのプロフェッショナルが育っていって

ほしいと願っています。

小学１年生から小川那珂クラブで野球を始め、小川中
学校から作新学院高等学校に進み甲子園に３回出場。
３年生の時は主将として活躍した。早稲田大学へ進
学。第64回全日本大学野球選手権大会で優勝。右投
左打。
（高岡出身）

プロフィール

本冊
子の表

紙を作成いただきました！

那珂川町ふるさと大使

佐藤　彰紘 さん

那珂川町ふるさと大使

山崎　紗也夏 さん

今まで  これからの那珂川町へ

　合併20周年、誠におめでとうございます。

　那珂川町との出会いは、野球がきっかけでした。那珂

川町野球連盟と、私が所属している大宮市(現さいたま

市)スポーツ少年団野球部会は、これまで数々の審判員

同士の合同講習会を行ってまいりました。

　交流会の参加者たちは、那珂川町は、静かで景色も良

く、食べ物もおいしいと話しています。もっと多くの方

に那珂川町を知ってもらうため、さいたま市の野球チー

ムの皆さんに今まで以上に町をPRしていきたいと思って

います。

さいたま市スポーツ少年団軟式野球公認審判員として活
躍。同スポーツ少年団野球部会中央ブロック審判部総務副
部長等を経験。1989年から那珂川町とさいたま市で審判
員合同講習会を開催、夏季には両少年団野球部の練習試合
交流を行っていた。現在もさいたま市野球チームへ指導を
行い、選手の育成に貢献している。

プロフィール

　この度は、合併20周年ということで、おめでとうござ

います。私が育った白久というところは、周りは田んぼ

と小さな川とブドウ園の多い場所で、近くには赤い三重

の塔が目印の長泉寺があり、のびのび遊ぶには最高の環

境だったと思います。

　那珂川町で思い浮かぶものは、なんといっても那珂川

ですね。そして鮎。東京に住んでいると、悠々と流れる

大きな川があることが、どれだけすばらしいことかしみ

じみ感じます…！

　そして、夜空もすてきです。

　明るいまちづくり、微力ながら今後も応援していきた

いと思います。

漫画家。高校３年生で雑誌デビューを果たす。1993年には、
「ミス・キャスト」でちばてつや賞の佳作に入選。2005年７月
に「はるか17」、2011年４月に「シマシマ」、2015年10月に
「サイレーン」、2021年に「レンアイ漫画家」など、自身の作品
が多数テレビドラマ化されている。（白久出身）

プロフィール
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世界最高齢の現役理容師

箱石　シツイ さん

なす風土記の丘資料館
ボランティア団体「なす香」代表

池澤　 健 さん

今まで  これからの那珂川町へ

　私は、大正５年11月10日に当時の大内村に生まれまし

た。14歳のときに理容師を目指すため東京へ単身で上京

し、29歳で旧馬頭町に戻りました。大変なこともたくさ

んありましたが、子どもたちと助け合いながら理容師を

続けてきました。

　那珂川町は自然に恵まれていて、災害にも強く、住ん

でいるみなさんはとても温かいです。これは、町の誇れ

る点だと思います。

　町では人口減少が続いていますが、企業をもっと誘致

できれば町に人がとどまるのではないでしょうか。これ

からも、人と人がにこやかにあいさつし合って“あたた

かいまち”をつくっていけたらいいですね。

19歳の時に東京で理容師免許を取得したのち、37歳で
谷川に「理容ハコイシ」を開店。104歳で東京オリン
ピック2020の聖火ランナーを務める。2025年３月５
日に、世界最高齢の現役理容師として、108歳でギネス
認定を受けた。(谷川出身)

プロフィール

　小学生の頃は、学校に土器や石器が展示してありまし

たが、特に気にとめることはありませんでした。しか

し、定年退職後に那珂川町に戻り、改めて町の歴史に目

を向けると、全国的に見てもとても貴重な史跡や資料が

多くある町だと分かりました。

　今では、これらの歴史を町内外の子どもたちに伝える

ボランティアとして活動し、子どもたちから元気をも

らっています。

　これからの町の課題は多くあると思いますが、町を盛

り上げようと個々で頑張っている人たちがたくさんいま

す。もっとみんなで協力し合い、知恵を出し合っていけ

るといいと思います。

平成22年、なす風土記の丘資料館の「歴史解説員養成講座」
を受講し修了したのち、ボランティア「なす香」に登録。令和３
年より４代目のなす香代表に就任。勾玉づくりや火おこし体験
など、主に小中学生を対象とした体験活動の補助を行ってい
る。(小川出身)

プロフィール

馬頭中学校出身

斉藤　潤斗 さん

小川中学校出身

桧山　未来 さん

　大学進学のため故郷の那珂川町を離れて、改めて

自然の豊かさを懐かしく感じるとともに、人の温か

さのありがたみを実感しました。

　那珂川町は、私にとって人のつながりの強さを感

じさせてくれた町です。町民の方々に見守られなが

ら育った私は、人と人のつながりが深いからこそ住

みやすい町になっていると感じています。離れるこ

とで改めて気づいた那珂川町の魅力を、これからも

大切にしていくとともに、多くの人に伝えられるよ

うにしていきたいです。

　いつまでも自然豊かで、誰もが帰って来られる、

温かく迎え入れてくれるような町であり続けてほし

いと願っています。

　私は５月に誕生日を迎え二十歳になりました。そ

して、10月に、私が生まれ育った那珂川町も二十歳

を迎えます。この町の魅力は、なんといっても美し

い自然と、そこから生まれたおいしい農作物です。

まほろばの湯の近くの堤防を歩くと、春には桜、初

夏にはアユ釣りをする人など、四季折々の変化を楽

しむことができます。

　祖父母はこの町で農業をしていますが、秋に収穫

される那珂川町のきれいな水で育った米は格別で

す。この町で過ごした日々の中で、自然の恵みや人

のあたたかさに触れながら、私は多くのことを学

び、成長することができました。那珂川町で育った

ことは、私の誇りです。

今まで  これからの那珂川町へ
二十歳を迎えた方から
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う
た

　那珂川町の町うた「心はふるさと」の歌詞をモチーフ
に作成しました。
　ふるさとを想う気持ちは、人によってさまざまです。
女の子の胸の中心にあるのは、那珂川町。町に住んでい
る人、離れている人、たくさんの人から思われているこ
とで、那珂川町は皆さんの心に優しい光を灯していま
す。
　背景には、清流那珂川と、元気に跳びはねる鮎、そし
て歌詞に登場する町花のカタクリ、夜空に輝くオリオン
が私たちを優しく見守ります。

1980年　母方の故郷である馬頭町で産声を

あげ、埼玉県川口市で育つ。

2005年　テレビ埼玉のオーディション番組で10週勝ち抜きを達

成。歌手・八代亜紀よりスカウトを受ける。

2006年　日本コロムビアよりメジャーデビュー。デビュー曲

「シェフ」で第39回日本有線大賞新人賞を受賞。

2007年　楽曲「君を想う」「願い」の２曲がユニクロTV-CMソ

ングに起用される。

2015年　那珂川町ふるさと大使に就任。那珂川町合併10周年記

念曲「心はふるさと」を制作。

　校歌や映画イメージソングなど幅広く手がけ、その温かな歌声

は多くの人を魅了し続けている。

那珂川町ふるさと大使
漫画家表紙に

ついて
山崎　紗也夏さん(P8)

工藤　慎太郎さん

那珂川町ふるさと大使
｢町うた｣の作詞・作曲者

発行：那珂川町　　発行日：令和７年10月
〒324-0692　栃木県那須郡那珂川町馬頭555
TEL 0287-92-1111　FAX 0287-92-2406

町うた
について

　合併20周年記念事業の一環として、「田んぼアート」を実施しました。
元気にウィンクするなかちゃんとともに、額のアユも町の20周年をお祝い
しています。デザインは、那珂川警察署　西村有紗巡査長によるものです。


